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（令和３年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格
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高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：各径級ともに引き合いも強く強含みの推移。山形県勢の手当が目立った。
　　　どの製材所も原木在庫が少なくなっており、しばらくはこの傾向が続く模様。
２月：山形県勢がほとんど落札。出品量が少なくその分、引き合いも強かった。一本並べは材質次第の取引。他は強含み。
３月：３６ｃｍ上は材質が悪く材に見合った取引となったが、それ以外はやや強含みで完売。
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405㎥(1,458石)・405㎥(1,458石)・100% 207㎥(745石)・207㎥(745石)・100% 594㎥(2,138石)・594㎥(2,138石)・100%

第２６回 造林コンクール受賞林分第２６回 造林コンクール受賞林分

収穫間伐の部　最優秀賞
小国自治会会長　佐藤　誠　氏

収穫間伐の部　優秀賞
慶祥寺住職　矢萩　宗一　氏

枝打ちの部　優良賞
新所下組同盟代表　土田　喜和　氏

収穫間伐の部　優良賞
石綿　喜代隆　氏

枝打ちの部　入賞
石脇牧野農業協同組合代表理事　石崎　秀雄　氏

収穫間伐の部　入賞
齋藤　新治郎　氏
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第２６回  造林コンクール受賞者発表第２６回  造林コンクール受賞者発表

審査評

退
職
者
の
お
知
ら
せ

◆ 最優秀賞（由利地域振興局長賞）

収穫間伐の部　小国自治会
　　　　会長　佐藤　　誠　氏　（仁賀保地区）

◆ 優良賞（県森連会長賞）

枝打ちの部　新所下組同盟
　　　　代表　土田　喜和　氏　（矢島地区）

収穫間伐の部　石綿喜代隆　氏　（東由利地区）

◆ 入賞（森林組合長賞）

枝打ちの部　石脇牧野農業協同組合
　　代表理事　石崎　秀雄　氏　（本荘地区）

収穫間伐の部　齋藤新治郎　氏　（仁賀保地区）

◆ 優秀賞（由利森林管理署長賞）

収穫間伐の部　慶祥寺
　　　　住職　矢萩　宗一　氏　（由利地区）

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
表

彰
授
与
式
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
審
査
は
例
年
通
り
執
り
行

い
、
２
部
門
６
点
が
入
賞
し
、
受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
受
賞
林
分
の
審
査
評
は
下
記
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
終
ペ
ー
ジ
に
受
賞
林
分
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

形状比*が 85と高いが、過去の保育作業によりバランスの良い林分となっており、雪害の危険性も少ない。路網

状況も良好で傾斜も緩いため搬出効率が高い点も高評価に繋がった。

＊形状比：樹木の管理指標の一つで、樹木の高さを胸高直径で割った値。70未満が理想とされており、これ以上であると風や雪の被

　　　　　害を受けやすいことを示している。

最優秀賞　小国自治会　会長　佐藤　　誠 氏（仁賀保地区）

50年生で既に３度の収穫間伐を行っており、適切な林分管理の結果と言える。通直で生長が良好な林分であるが、

用材比率が28％と低く、適切な仕分けが必要である。

優 秀 賞　慶祥寺　住職　矢萩　宗一 氏（由利地区）

林分の地理条件が良く、枝打ちも適切に行われている。地域の林業事業体を活用して丁寧に施業を行っており、

枝打ち後の巻き込みも良好。

優 良 賞　新所下組同盟 代表  土田　喜和 氏（矢島地区）

成長が良くバランスの取れた林分であるが、形状比が80を超えているため、豪雪地帯であることを考慮すると低

くする配慮が必要である。

優 良 賞　石綿　喜代隆 氏（東由利地区）

海風が強く当たる厳しい生育環境のため13年生にしては成長が遅いが、曲がりが少ないため、今後の成長には期

待が持てる。

入　賞   石脇牧野農業協同組合　代表理事　石崎　秀雄 氏（本荘地区）

河川が横断していることなどにより搬出環境が厳しい中、自力で間伐を行った点が高く評価された。用材比率が

86％と高いが、少面積なため材積が少ないことが懸念される。

入　賞   齋藤　新治郎 氏（仁賀保地区）

秋田県立図書館への寄贈品に当組合の木材を提供

令和２年度 森林組合理事研修会

賦課金納入のお願い

　
２
月
12
日（
金
）当
組
合
の
提
供
し
た
木
材

で
作
ら
れ
た
木
製
テ
ー
ブ
ル
が
秋
田
県
立
図

書
館
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
の
地

域
貢
献
活
動
の
一
つ
で
、
当
組
合
で
材
料
と

な
る
秋
田
ス
ギ
材
を
提
供
し
、
秋
田
県
立
由

利
工
業
高
校
の
生
徒
が
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　
本
荘
由
利
管
内
で
伐
採
さ
れ
た
樹
齢
50
〜

60
年
の
秋
田
ス
ギ
の
中
か
ら
年
輪
幅
が
均
一

で
、
木
目
が
美
し
く
、
節
の
な
い
良
質
な
も

の
を
選
ん
で
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

　
製
作
期
間
は
３
ヶ
月
に
及
び
、
製
作
に
携

わ
っ
た
生
徒
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
な
い
、

木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
の
で
、
使
う
人
の
気

持
ち
を
考
え
て
丁
寧
に
作
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
贈
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
２
台
は
、
図
書
館
の

２
階
に
設
置
さ
れ
、
新
刊
や
注
目
の
本
が
並

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
31
日
付

【
技
能
職
員
】

林
産
販
売
課

　

 

小

　川

　彰

　典

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　賦課金納入時期が過ぎておりますので、未納の方はお早めに納入をお

願いします。納付は組合本所・支所及び下記の金融機関へ納入下さいま

すようお願いします。

　２月25日（木）、秋田市中通「イヤタカ」にて森林組合理事研修会が開催

され、当組合からは 10 名の理事が参加いたしました。

　研修会は秋田県森林組合連合会会長の挨拶から始まり、続けて「森林組合

におけるコンプライアンス」と題し、農林中央金庫秋田支店副支店長の宮城

守秀氏にご講義いただきました。

　森林組合という組織の中での役員（理事及び監事）の役割とはなんなのか、

その役割を果たすために必要なコンプライアンス（法令遵守）の意識とは、

不正・不祥事はなぜ起こるのか、それを防ぐためには、といった組合に限ら

ず企業を経営する上で避けて通ることのできない課題に関して、役員同士の相

互監視機能を徹底することや組織内を俯瞰して見ることができる人材の役員

登用等、組織の自浄作用が肝要であること。また、コンプライアンスというも

のは時代によって常に変化するものなので、ダーウィンの進化論「強者や賢

者が生き残るのではなく、変化に最も適応した者が生き残る」になぞらえて、

社会的要請・期待・信頼の変化に適応していく柔軟さが信用・ブランド、そ

して組織を守ることに繋がるということを今回の講義で再認識いたしました。

　最後にテレビやラジオ等で活躍する詩人・エッセイストのあゆかわのぼる氏

から「秋田弁の楽しさを伝える川柳をたしなむ」というテーマでご講演いただ

き、郷里の文化に触れ、本年度の研修会を終えました。

　役員一同、今回の研修で得た知識をこれからの組合経営に活かし、健全な

組織の構築・運営に努めていきたいと考えています。

【取扱金融機関】

　秋田しんせい農業協同組合各支店・羽後信用金庫各支店

　秋田銀行管内各支店・北都銀行管内各支店

Compliance

コンプライアンス

↓

Comply：従う

↓

Complete（完全）

＋supply（供給する）

社会の要請に応える

社会規範の遵守
（倫理・道徳）

社内規則・
ルールの遵守

法令遵守

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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令和２年度 林業グループ実績発表コンクール 林業大学校生インターンシップ（２回目）林業大学校生インターンシップ（２回目）

秋田県森林組合新人職員研修

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
で
の
開
催
と
な

り
、
本
荘
由
利
森
林
組
合
林
業
研
究
会
で

は
、「
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト
林

業
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
た
実
績

を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
林
業
は
国
の
成
長
産
業
政
策
の

中
で
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
反

面
、
人
手
不
足
な
ど
の
要
因
か
ら
、「
作
業

の
効
率
化
」
や
「
費
用
の
削
減
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、Ｉ
Ｔ
の
技
術
は

大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
課
題
解
決

の
た
め
に
は
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
林
業
振

興
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
農
林
水
産
省

は
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
「
ス
マ
ー

ト
林
業
構
築
推
進
事
業
」
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
施
業
集
約
化
、
森
林
情
報
の

高
度
化
・
共
有
化
、
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
な
ど
の
推
進
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
我
々
は
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
森
林
情
報
の
一
元

管
理
及
び
共
有
化
を
図
る
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
山
を
測
量
し
、
そ
の
結
果
を
パ

ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
地
図
情
報
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
、
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
で
の

情
報
管
理
か
ら
の
脱
却
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
所
有
者
が
気
軽
に
持
山
の
情

報
を
確
認
で
き
る
環
境
の
構
築
な
ど
、Ｉ
Ｔ

を
最
大
限
活
用
し
た
展
開
に
つ
い
て
の
構

想
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
活
動
の
開
始
直
後
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
デ
ー
タ
の
収
集

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
継
続
性
の
観
点

　
２
月
17
日
（
水
）
秋
田
市
中
通
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」

に
て
、
秋
田
県
森
林
組
合
新
人
職
員
研
修
が
開

催
さ
れ
、
当
組
合
か
ら
事
務
職
員
７
名
、
技
能

職
員
５
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
の
森
林
・
林
業
の
概
要
か
ら
、
社
会

人
と
し
て
の
常
識
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
ご
講

義
い
た
だ
き
、
最
後
に
は
「
秋
田
県
の
森
林
組

合
に
お
け
る
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
他
の
森
林
組
合
職
員
も
交
え
て
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
話
し
合
っ
た

内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
内
で

は
森
林
の
公
益
的
機
能
を
保
つ
た
め
に
、
再
造

林
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
理
由
か

ら
再
造
林
に
消
極
的
な
森
林
所
有
者
が
多
く
、

そ
う
い
っ
た
方
々
の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
多

く
の
グ
ル
ー
プ
が
同
調
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
自
分
が
属
す
る
業
種
の
基
礎
知
識
や
一
般
常

識
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に
、
同

じ
県
内
の
各
森
林
組
合
と
交
流
す
る
こ
と
も
仕

事
を
円
滑
に
進
め
る
上

で
非
常
に
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
繋
が
り
を
断
つ
こ

と
な
く
全
県
の
森
林
組

合
一
体
と
な
っ
て
秋
田

県
の
林
業
に
力
を
注
ぐ

こ
と
を
決
意
を
新
た
に

い
た
し
ま
し
た
。

　
１
月
25
日（
月
）〜
２
月
５
日（
金
）

ま
で
の
期
間
、
秋
田
林
業
大
学
校

の
生
徒
１
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
月
に
も
当
組
合
で
現
場
管
理

と
事
務
作
業
を
経
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
現
場
で
の

造
材
や
伐
倒
の
作
業
を
メ
イ
ン
に

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場

を
担
当
す
る
林
業
事
業
体
の
方
々

に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

連
日
作
業
を
行
っ
た
結
果
、
作
業

ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
っ
た
作
業
に
は
す
っ
か

り
慣
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
本
人

と
し
て
は
、
刃
の
目
立
て
や
安
全

衛
生
に
対
す
る
配
慮
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
た
よ
う
で

す
。

　
ま
た
、
寒
波
が
続
い
た
時
期
の

外
で
の
作
業
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
体
力
不
足
を
実
感
し
、
日
々

の
体
力
づ
く
り
も
意
識
し
た
い
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
職
員
か
ら

は
、
連
日
の
外
で
の
作
業
で
、
悪

天
候
の
中
で
も
積
極
的
に
動
き
、

徐
々
に
作
業
に
も
慣
れ
て
き
て
い

た
の
で
、
そ
の
感
覚
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

や
、
現
場
作
業
で
の
課
題
に
対
し

て
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け

て
、
今
後
の
学
校
生
活
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　２月１６日（火）に秋田県立矢島高校で１，２年生を対象としたキャリアガイダン

スが開催され、森林・林業をアピールするため、当組合も参加させていただきました。

　森林組合という組織の概要から、各部門がどういった役割を持って、どのような仕

事をしているかを実際の映像を交えながら説明いたしました。特に国や世界の政策に絡んだ取り組みについては、

多くの生徒が熱心にメモを取りながら話を聞いていました。

　森林組合は所属する組合員のために事業を展開するだけではなく、自然環境の保護や災害の防止といった、

社会貢献にも大きな役割と責任を担っている組織だということが少しでも理解していただけたなら幸いです。

　高校生にとって、普段はあまり目が届かない業界でもありますし、進路がまだはっきりと定まっていない方も

多いとは思いますが、こういった機会に林業を取り巻く世界や国内、地域の取り組みについて、興味・関心を持っ

ていただけるよう、将来の選択肢として加えていただけるように、我々も広報活動に力を入れなければと強く感

じました。

か
ら
、
残
念
な
が
ら
選
外
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、「
森
林
資
源
や
所
有
者
情
報

な
ど
森
林
施
業
を
進
め
て
い
く
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
森
林
所
有
者

が
代
替
わ
り
し
、
自
分
の
所
有
す
る
森
林

の
場
所
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
こ
れ

か
ら
多
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
後

継
者
と
な
る
人
へ
所
有
森
林
を
託
す
た
め

に
も
森
林
情
報
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
バ
ネ
に
今
後
の
展
開
に
結
び
付
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
た
各
団
体
の
審
査
結
果
と

テ
ー
マ
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優秀賞　FW．OGACHI
　　　　「ＵＡＶ*1 による空中撮影と森林解析」

優良賞　白神森林組合
　　　　「境界明確化事業への取り組み」

次　点　本荘由利森林組合林業研究会
　　　　「森林ＧＩＳ*2 を用いたスマート林業の実現」

*1：無人航空機 (Unmanned Aerial Vehicle) の略称。ドローンとも呼ばれる。

　　山林の調査・測量や苗木の運搬等への活用が期待されている。

*2：地理情報システム (Geographic Information System) の略称。林業では、

　　森林基本図や森林簿等の情報をデータ化し、林地の所在や面積等を把握す

　　るために利用されている。

矢島高校キャリアガイダンスに参加

当研究会が考える
山林管理のグランドデザイン
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令和２年度 林業グループ実績発表コンクール 林業大学校生インターンシップ（２回目）林業大学校生インターンシップ（２回目）

秋田県森林組合新人職員研修

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
で
の
開
催
と
な

り
、
本
荘
由
利
森
林
組
合
林
業
研
究
会
で

は
、「
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト
林

業
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
た
実
績

を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
林
業
は
国
の
成
長
産
業
政
策
の

中
で
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
反

面
、
人
手
不
足
な
ど
の
要
因
か
ら
、「
作
業

の
効
率
化
」
や
「
費
用
の
削
減
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、Ｉ
Ｔ
の
技
術
は

大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
課
題
解
決

の
た
め
に
は
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
林
業
振

興
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
農
林
水
産
省

は
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
「
ス
マ
ー

ト
林
業
構
築
推
進
事
業
」
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
施
業
集
約
化
、
森
林
情
報
の

高
度
化
・
共
有
化
、
森
林
作
業
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
な
ど
の
推
進
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
我
々
は
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
森
林
情
報
の
一
元

管
理
及
び
共
有
化
を
図
る
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
山
を
測
量
し
、
そ
の
結
果
を
パ

ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
地
図
情
報
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
、
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
で
の

情
報
管
理
か
ら
の
脱
却
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
所
有
者
が
気
軽
に
持
山
の
情

報
を
確
認
で
き
る
環
境
の
構
築
な
ど
、Ｉ
Ｔ

を
最
大
限
活
用
し
た
展
開
に
つ
い
て
の
構

想
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
活
動
の
開
始
直
後
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
デ
ー
タ
の
収
集

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
継
続
性
の
観
点

　
２
月
17
日
（
水
）
秋
田
市
中
通
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」

に
て
、
秋
田
県
森
林
組
合
新
人
職
員
研
修
が
開

催
さ
れ
、
当
組
合
か
ら
事
務
職
員
７
名
、
技
能

職
員
５
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
の
森
林
・
林
業
の
概
要
か
ら
、
社
会

人
と
し
て
の
常
識
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
ご
講

義
い
た
だ
き
、
最
後
に
は
「
秋
田
県
の
森
林
組

合
に
お
け
る
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
他
の
森
林
組
合
職
員
も
交
え
て
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
話
し
合
っ
た

内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
内
で

は
森
林
の
公
益
的
機
能
を
保
つ
た
め
に
、
再
造

林
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
理
由
か

ら
再
造
林
に
消
極
的
な
森
林
所
有
者
が
多
く
、

そ
う
い
っ
た
方
々
の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
多

く
の
グ
ル
ー
プ
が
同
調
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
自
分
が
属
す
る
業
種
の
基
礎
知
識
や
一
般
常

識
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に
、
同

じ
県
内
の
各
森
林
組
合
と
交
流
す
る
こ
と
も
仕

事
を
円
滑
に
進
め
る
上

で
非
常
に
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
繋
が
り
を
断
つ
こ

と
な
く
全
県
の
森
林
組

合
一
体
と
な
っ
て
秋
田

県
の
林
業
に
力
を
注
ぐ

こ
と
を
決
意
を
新
た
に

い
た
し
ま
し
た
。

　
１
月
25
日（
月
）〜
２
月
５
日（
金
）

ま
で
の
期
間
、
秋
田
林
業
大
学
校

の
生
徒
１
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
月
に
も
当
組
合
で
現
場
管
理

と
事
務
作
業
を
経
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
現
場
で
の

造
材
や
伐
倒
の
作
業
を
メ
イ
ン
に

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場

を
担
当
す
る
林
業
事
業
体
の
方
々

に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

連
日
作
業
を
行
っ
た
結
果
、
作
業

ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
っ
た
作
業
に
は
す
っ
か

り
慣
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
本
人

と
し
て
は
、
刃
の
目
立
て
や
安
全

衛
生
に
対
す
る
配
慮
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
た
よ
う
で

す
。

　
ま
た
、
寒
波
が
続
い
た
時
期
の

外
で
の
作
業
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
体
力
不
足
を
実
感
し
、
日
々

の
体
力
づ
く
り
も
意
識
し
た
い
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
職
員
か
ら

は
、
連
日
の
外
で
の
作
業
で
、
悪

天
候
の
中
で
も
積
極
的
に
動
き
、

徐
々
に
作
業
に
も
慣
れ
て
き
て
い

た
の
で
、
そ
の
感
覚
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

や
、
現
場
作
業
で
の
課
題
に
対
し

て
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け

て
、
今
後
の
学
校
生
活
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　２月１６日（火）に秋田県立矢島高校で１，２年生を対象としたキャリアガイダン

スが開催され、森林・林業をアピールするため、当組合も参加させていただきました。

　森林組合という組織の概要から、各部門がどういった役割を持って、どのような仕

事をしているかを実際の映像を交えながら説明いたしました。特に国や世界の政策に絡んだ取り組みについては、

多くの生徒が熱心にメモを取りながら話を聞いていました。

　森林組合は所属する組合員のために事業を展開するだけではなく、自然環境の保護や災害の防止といった、

社会貢献にも大きな役割と責任を担っている組織だということが少しでも理解していただけたなら幸いです。

　高校生にとって、普段はあまり目が届かない業界でもありますし、進路がまだはっきりと定まっていない方も

多いとは思いますが、こういった機会に林業を取り巻く世界や国内、地域の取り組みについて、興味・関心を持っ

ていただけるよう、将来の選択肢として加えていただけるように、我々も広報活動に力を入れなければと強く感

じました。

か
ら
、
残
念
な
が
ら
選
外
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、「
森
林
資
源
や
所
有
者
情
報

な
ど
森
林
施
業
を
進
め
て
い
く
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
森
林
所
有
者

が
代
替
わ
り
し
、
自
分
の
所
有
す
る
森
林

の
場
所
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
こ
れ

か
ら
多
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
後

継
者
と
な
る
人
へ
所
有
森
林
を
託
す
た
め

に
も
森
林
情
報
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
バ
ネ
に
今
後
の
展
開
に
結
び
付
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
た
各
団
体
の
審
査
結
果
と

テ
ー
マ
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優秀賞　FW．OGACHI
　　　　「ＵＡＶ*1 による空中撮影と森林解析」

優良賞　白神森林組合
　　　　「境界明確化事業への取り組み」

次　点　本荘由利森林組合林業研究会
　　　　「森林ＧＩＳ*2 を用いたスマート林業の実現」

*1：無人航空機 (Unmanned Aerial Vehicle) の略称。ドローンとも呼ばれる。

　　山林の調査・測量や苗木の運搬等への活用が期待されている。

*2：地理情報システム (Geographic Information System) の略称。林業では、

　　森林基本図や森林簿等の情報をデータ化し、林地の所在や面積等を把握す

　　るために利用されている。

矢島高校キャリアガイダンスに参加

当研究会が考える
山林管理のグランドデザイン
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第２６回  造林コンクール受賞者発表第２６回  造林コンクール受賞者発表

審査評

退
職
者
の
お
知
ら
せ

◆ 最優秀賞（由利地域振興局長賞）

収穫間伐の部　小国自治会
　　　　会長　佐藤　　誠　氏　（仁賀保地区）

◆ 優良賞（県森連会長賞）

枝打ちの部　新所下組同盟
　　　　代表　土田　喜和　氏　（矢島地区）

収穫間伐の部　石綿喜代隆　氏　（東由利地区）

◆ 入賞（森林組合長賞）

枝打ちの部　石脇牧野農業協同組合
　　代表理事　石崎　秀雄　氏　（本荘地区）

収穫間伐の部　齋藤新治郎　氏　（仁賀保地区）

◆ 優秀賞（由利森林管理署長賞）

収穫間伐の部　慶祥寺
　　　　住職　矢萩　宗一　氏　（由利地区）

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
表

彰
授
与
式
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
審
査
は
例
年
通
り
執
り
行

い
、
２
部
門
６
点
が
入
賞
し
、
受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
受
賞
林
分
の
審
査
評
は
下
記
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
終
ペ
ー
ジ
に
受
賞
林
分
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

形状比*が 85と高いが、過去の保育作業によりバランスの良い林分となっており、雪害の危険性も少ない。路網

状況も良好で傾斜も緩いため搬出効率が高い点も高評価に繋がった。

＊形状比：樹木の管理指標の一つで、樹木の高さを胸高直径で割った値。70未満が理想とされており、これ以上であると風や雪の被

　　　　　害を受けやすいことを示している。

最優秀賞　小国自治会　会長　佐藤　　誠 氏（仁賀保地区）

50年生で既に３度の収穫間伐を行っており、適切な林分管理の結果と言える。通直で生長が良好な林分であるが、

用材比率が28％と低く、適切な仕分けが必要である。

優 秀 賞　慶祥寺　住職　矢萩　宗一 氏（由利地区）

林分の地理条件が良く、枝打ちも適切に行われている。地域の林業事業体を活用して丁寧に施業を行っており、

枝打ち後の巻き込みも良好。

優 良 賞　新所下組同盟 代表  土田　喜和 氏（矢島地区）

成長が良くバランスの取れた林分であるが、形状比が80を超えているため、豪雪地帯であることを考慮すると低

くする配慮が必要である。

優 良 賞　石綿　喜代隆 氏（東由利地区）

海風が強く当たる厳しい生育環境のため13年生にしては成長が遅いが、曲がりが少ないため、今後の成長には期

待が持てる。

入　賞   石脇牧野農業協同組合　代表理事　石崎　秀雄 氏（本荘地区）

河川が横断していることなどにより搬出環境が厳しい中、自力で間伐を行った点が高く評価された。用材比率が

86％と高いが、少面積なため材積が少ないことが懸念される。

入　賞   齋藤　新治郎 氏（仁賀保地区）

秋田県立図書館への寄贈品に当組合の木材を提供

令和２年度 森林組合理事研修会

賦課金納入のお願い
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。

　賦課金納入時期が過ぎておりますので、未納の方はお早めに納入をお

願いします。納付は組合本所・支所及び下記の金融機関へ納入下さいま

すようお願いします。

　２月25日（木）、秋田市中通「イヤタカ」にて森林組合理事研修会が開催

され、当組合からは 10 名の理事が参加いたしました。

　研修会は秋田県森林組合連合会会長の挨拶から始まり、続けて「森林組合

におけるコンプライアンス」と題し、農林中央金庫秋田支店副支店長の宮城

守秀氏にご講義いただきました。

　森林組合という組織の中での役員（理事及び監事）の役割とはなんなのか、

その役割を果たすために必要なコンプライアンス（法令遵守）の意識とは、

不正・不祥事はなぜ起こるのか、それを防ぐためには、といった組合に限ら

ず企業を経営する上で避けて通ることのできない課題に関して、役員同士の相

互監視機能を徹底することや組織内を俯瞰して見ることができる人材の役員

登用等、組織の自浄作用が肝要であること。また、コンプライアンスというも

のは時代によって常に変化するものなので、ダーウィンの進化論「強者や賢

者が生き残るのではなく、変化に最も適応した者が生き残る」になぞらえて、

社会的要請・期待・信頼の変化に適応していく柔軟さが信用・ブランド、そ

して組織を守ることに繋がるということを今回の講義で再認識いたしました。

　最後にテレビやラジオ等で活躍する詩人・エッセイストのあゆかわのぼる氏

から「秋田弁の楽しさを伝える川柳をたしなむ」というテーマでご講演いただ

き、郷里の文化に触れ、本年度の研修会を終えました。

　役員一同、今回の研修で得た知識をこれからの組合経営に活かし、健全な

組織の構築・運営に努めていきたいと考えています。

【取扱金融機関】

　秋田しんせい農業協同組合各支店・羽後信用金庫各支店

　秋田銀行管内各支店・北都銀行管内各支店

Compliance

コンプライアンス

↓

Comply：従う

↓

Complete（完全）

＋supply（供給する）

社会の要請に応える

社会規範の遵守
（倫理・道徳）

社内規則・
ルールの遵守

法令遵守

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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林業大学校生インターンシップ
～新山松林での造材作業の様子～

林業大学校生インターンシップ
～新山松林での造材作業の様子～

（令和３年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

樹　種

ス

　
　ギ

1月8日 2月2日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月2日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：各径級ともに引き合いも強く強含みの推移。山形県勢の手当が目立った。
　　　どの製材所も原木在庫が少なくなっており、しばらくはこの傾向が続く模様。
２月：山形県勢がほとんど落札。出品量が少なくその分、引き合いも強かった。一本並べは材質次第の取引。他は強含み。
３月：３６ｃｍ上は材質が悪く材に見合った取引となったが、それ以外はやや強含みで完売。

(3, 155)
11, 361 

(3, 400)
12, 241 

(3, 118)
11, 225 

(3, 340)
12, 026 

(3, 141)
11, 311 

(3, 381)
12, 174 

(3, 249)
11, 699 

(3, 549)
12, 779 

(3, 499)
12, 599 

(3, 183)
11, 461 

(3, 219)
11, 591 

(3, 518)
12, 665 

(3, 278)
11, 802 

(3, 600)
12, 960 

(3, 334)
12, 005 

(3, 200)
11, 521 

(3, 240)
11, 665 

(3, 450)
12, 420 

405㎥(1,458石)・405㎥(1,458石)・100% 207㎥(745石)・207㎥(745石)・100% 594㎥(2,138石)・594㎥(2,138石)・100%

第２６回 造林コンクール受賞林分第２６回 造林コンクール受賞林分

収穫間伐の部　最優秀賞
小国自治会会長　佐藤　誠　氏

収穫間伐の部　優秀賞
慶祥寺住職　矢萩　宗一　氏

枝打ちの部　優良賞
新所下組同盟代表　土田　喜和　氏

収穫間伐の部　優良賞
石綿　喜代隆　氏

枝打ちの部　入賞
石脇牧野農業協同組合代表理事　石崎　秀雄　氏

収穫間伐の部　入賞
齋藤　新治郎　氏


